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構造分子科学専攻

作るとともに、このナノ反応場で、物質特に生体物
質がどのような反応性を示すかを調べたいと考えて
おります。最近の成果としては、自然酸化膜で覆わ
れた半導体シリコンの表面にＳＲ光を照射すると、簡
単には得られない熱平衡なシリコン表面が得られる
ことを発見いたしました（図１）。これにより、自己
組織化現象を利用して、各種の安定なナノ構造を形
成する研究を現在進めております。
　また、新しい研究プロジェクトとして、　シリコン
表面に、脂質やタンパク質などの生体物質を堆積し、
これら生体物質の表面反応（分子認識機能とも呼ば
れます）を、調べるとともに、これら生体物質構造
の電気伝導性などの特性を調べる予定です（図２）。
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　電子シンクロトロン放射光（ＳＲ光）は、物質との
相互作用が大きいな真空紫外やＸ線の領域の光を
ビーム状に放射する光源で、我々のグループは、こ
の光を各種の固体表面に照射して色々なナノ構造を

←図１　ＳＲ光の照射で得られた熱平衡状態のシリコン表面。
STMによる観察像（400x400Å）。ステップエッジがSi(111)
の六方対称性を反映して六角形の形に整列している。

↑図２　タンパク質のある種のものは、他の物質との相互作
用で電気伝導特性が変わる。
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